
 

第 2 1 号  
平成 20 年１月 31 日 
幸手市市民環境会議

（さって市民環境ネット）

TEL48-0331 

市民環境会議・さって市民環境ネットは、「環境基本計画」に市民の皆さんの声を織り

込むために作業してきました。そして今、環境ナビ（幸手市ＨＰ）、エコライフＤＡＹ、

中川探検、腐葉土つくり、浮島つくり、グリーンコンシューマー運動などの活動に取り

組んでいます。あなたも参加しませんか。いつからでも誰でも参加できます。 

問合せは、本田（４２－８４１２）まで。 

 

 

 

 
 
 

冬のエコライフＤＡＹ２００７速報 
 今回も小学生、中学生の皆さんが、未来の「青い地球」を守るためにがん
ばって参加しました。ご家族の方々、先生方、ご協力ありがとうございまし
た。おかげさまで、有意義な１日になりました。 
 今集計を行っていますが、前回に比べると、参加者数が５００人近く増加し、エコライ

フへの関心が高くなっていることがわかりました。 
 
    参加人数 ４，５８３人（市民参加率８.４％） 

内訳は、  ・小学生 １，４７３人（１０校） 
      ・中学校   ３４６人（ ４校） 
      ・一般  ２，７６４人（生徒のご家族を含む） 
今回は、権現堂川地域環境保全協議会、暮らしの会、エコ・グリーン幸手、幸手地産地消

研究会、倉松探検隊、幸手中央ロータリークラブの皆さんにご協力をいただきました。 

やさしく学べる環境講座開催 
 第１回は、１月２５日に地球温暖化の影響が身近な食生活にどのように表れているか、

どうすれば温暖化防止に役立つか、みなさんと考えてみました。「地産地消」は身近なエコ

ライフであり、幸手には「ゆうあい市」の活動があることも知りました。 

 第２回は、＜ごみ＞をテーマに暮らしの＜ムダ＞を探して、地球温暖化の原因になって

いる二酸化炭素量をものさしにして考えます。また、二酸化炭素排出量削減をめぐる世界

の動きに眼を向けます。 
 第３回は、＜エネルギー＞をテーマに車や電気と関連して、地球温暖化防止を考えます。 
エネルギー資源の埋蔵量や自然エネルギー、エコドライブ、自転車の利用など。 
とき  (第２回） 平成２０年２月２２日（金） １０～１２時 

    (第３回） 平成２０年３月２８日（金） １０～１２時 

ところ    中央公民館 

問合せ＆申込み 環境課 TEL（４８）０３３１ 

地球温暖化を防ぐことができるのは、あなたです  
 
 
 
 
 

エコニュース  
さ っ て  
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次回予告   じゃがいもを植えます 
＜と き＞ 2 月 17 日（日） １０時 

＜ところ＞ ひばりが丘桜泉園 

＜参加費＞ 無料     誰でも参加できます。 

＊問合せ・申し込み 本田さん ℡42-8412 

落葉リサイクルで腐葉土つくり 
 桜泉園や運動公園の落ち葉も集めて、 

            街路のクリーン作戦も！ 
＜第 23 回腐葉土つくりの会＞ 
 12 月 16 日（日）、今年一番の寒さの朝、寒風快晴の中、19 名が参加しました。 
本田会長からエコライフＤＡＹの協力、お礼の挨拶後、野澤代表幹事から作業手順の説明

があり、作業を始めました。今回は第一段目の切り返しと第二段目の仕込みを行いました。 
先月積み込んだ第一段目の腐葉土が数分の１の厚さになっており、下部の方に少し白い

菌糸が見られ発酵が進んでいることが確認されました。ただ、上部は乾燥しており水分不

足が感じられました。そこで、第一回目の切り返しを行いながら水撒きを行い、その後に

環境課の協力で集めて頂いた落ち葉を米ぬか・硫安・乾燥汚泥土、水撒きを挟みながら積

んでいきました。落ち葉量が足りないので全員で桜泉園内に残っている落ち葉とＢ＆Ｇ運

動公園の前の林まで足を伸ばして落ち葉集めを行い、床に一杯になるまで積み込み、米ぬ

か・硫安・乾燥汚泥土とたっぷりの水を撒き、シートを覆って第二段目の腐葉土つくりを

しました。初め寒風の中で非常に寒かったですが、作業が終った後は体が温まり皆快い疲

れを感じているようでした。 
次回、新年の１月 20 日（日）の参集を約束し、散会しました（澤村）。 

 今年はたくさんできるぞ！ 
＜第 24 回腐葉土つくりの会＞ 
 新年になり、大寒を前にして、１月 20 日（日）、屋外の水道の蛇口が凍る激寒の中 20
名参加の下で開催しました。 
本田会長から 1 月 25 日から始まり、2 月、3 月の 3 回シリーズの「やさしく学べる環境

講座開催」の案内後、野澤代表幹事から作業手順の説明があり、作業を始めました。今回

は先月までに作製した３床の全面的切り返しを行って２床にまとめ、空になった床に環境

課の協力で集めた落ち葉と桜泉園の近隣道路沿いの林から集めた落ち葉を、米ぬか（多

量）・硫安・水撒きを挟みながら仕込みました。 
今年度から、発酵促進と窒素分補給のために切り返し、床にも米ぬかを追加しました。 
切り返し作業中湯気が立ち上り発酵の進んでいることが確認できました。 
今回は、落ち葉集め、３床の切り返しと新たに１床作製を一気に行ったので２時間要し、

力作業もあったので、皆が交代で休みながら、無事作業を終えました。 
次回は、２月 17 日（日）、１床の切り返しとジャガイモ植えを約束し、散会しました。 
                                  （澤村） 

 
。 
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中川の流れ、羽生から東京葛飾まで 第１回中川流域視察 
 12 月 6､7 日の２日間、第１回中川流域視察が県生態系保護協会主催で行われ、羽生か

ら東京葛飾区の水元公園まで見学した。参加したのは、中川流域で活動する埼玉と東京の

13 団体約 20 名。幸手からは、幸手自然愛護会とさって市民環境ネットが参加した。 
 

第 1 日 “えっ、ここが中川の起点？“  
 皆が驚いた中川の始まりは三面護岸の細い排水路、定規で測ったようにまっすぐに羽生

の田園地帯を貫いている。明治 22 年卯月竣工で昭和 45 年に葛西用水の下を管で通したと

の石碑があるが、これがなければ誰も気づかない場所なので、拍子抜けする。 
 １日目は羽生から春日部までの 14 ヶ所をバスで回るという強行軍。 
・羽生のムジナモの保護   ・加須･浮野の里の由来とクヌギの植林 
・栗橋狐塚内池の保全    ・高須賀池と宇和田公園    ・杉戸･木野川の古墳群 
・庄和･首都圏外郭放水路施設とその周囲の宮脇方式による“水辺の丘”づくり 
・北春日部･小渕砂丘と鷲神社・鷺神社 
など各地域で活動するグループの説明を聞きながら興味深く見て回る。 
高須賀池周辺では、オオタカの幼鳥とトビの飛ぶ姿が見られて喜ぶ。 

第２日 “東京にもこんな素晴らしい公園があった！“ 
 ２日目は松伏から越谷､草加､葛飾までの 10 ヶ所を見学。 
 松伏の中川の中州の鷺のコロニーは、今は１羽の姿も見えず静かな様子。 
ここまで来ると川幅も広い中川を下り、草加公園へ。平成６年完成の 18ha の公園はサギ､

カモ､カモメが羽根を休め、人の手からエサをついばんでいる。しかし、地続きの越谷レイ

クタウンでは度肝を抜かれる。日本一のショッピングモールと住宅団地、間もなく開設さ

れる武蔵野線の新駅前にはショッピングセンターと猛スピードで出来つつある。周辺の環

境とどのように調和させてゆくのか、心配も多いと聞く。 
 中川沿いは思いのほかクヌギ林が多く目立つ河畔林の中心となっている。草加では真黒

なタヌキの留め糞、ベンケイガニの巣穴などを見て、まだ自然が残っているようすに安心

する。 
最後は葛飾の水元公園、86ha の広大な面積に、まず驚く。広い芝生の広場と、それを囲む

土地本来の樹木で構成された武蔵野の林。林の中は不思議な静けさで心が安らぐ。歩く人、

走る人、自転車の乗る買い物帰りの人と平日でも多くの人に利用されている事がわかる。 
そして注目は誰も入れない自然保護区域。のぞき穴から見ると、鳥達が自由に飛び回る、

なつかしい風景に感動。利用する所、保護する所が巧みに区分けされ、組み合わされてい

るのはさすが。設計段階から考え抜いてあるのが分かり、素晴らしさにため息が出る。 
 

 この２日間、中川流域と各地域の公園７ヶ所を見学した。規模の大小の違いはあるが、

それぞれの配慮や工夫をこらしてあるのを見て、幸手でも参考にしたいと思った。この２

日間、本当に素晴らしい体験が出来、主催された協会の皆様に感謝している。このような

企画をぜひ来年も！！ 他の人にも見せてあげたい！ 
 中川沿いで活動する他のグループの人達と知り合い、意見交換が出来た事が最大の収穫

だった。                         （藤城） 
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エコ･リサイクル交流集会 2008 

『行動しよう！ごみ削減はリデュースから』 
＜日時＞平成２０年２月２３日（土） 
    午前１０時から午後４時３０分 
＜会 場＞ さいたま市民会館うらわ（浦和駅西口徒歩７分） 

＜参加費＞ 無料 

＜定 員＞ 300 名 
＜問い合わせ＞ 県資源循環推進課ごみ減量化・リサイクル促進担当 ℡048-830-3106 
＜締切り＞ ２月１５日（金） 
＜主 催＞ 埼玉エコ･リサイクル連絡会  埼玉県 

２～３月の行事・活動

幸手自然愛護会（会員 約６０名） 

野鳥観察会 

２月 16 日（土）８時－10 時 

３月 15 日（土）８時－10 時 

集合場所：沼井公園観察デッキ前 

＊問合せ 和泉さん ℡42ｰ4397 

  

倉松探検隊 （会員約 20 名） 

ＥＭ団子で倉松川をきれいにしよう!! 

２月９日(土)午後 2 時 

場所：大橋動物病院前 

＊問合せ 細谷さん ℡43-3268 

 

 

 その他の活動グループ：権現堂川地域環境保全協議会、幸手地産地消研究会、 
            幸手ひがし幼稚園、エコ・グリーン幸手、くらしの会、上高野婦人会

基調講演      10:00～11:50 

＜暮らしのごみが、川から海へ！！＞ 
街の街路樹の片隅、林や川原にポイ棄てしたごみが、雨などで川に流れ、遂には海へ。

その間多くの生態系に被害を与えている。 

講師：JEAN/クリーンアップ全国事務局 代表 小島あずさ 
 
分科会       13:15～16:30 

３つの分科会に分かれて、事例発表や意見交換を行います。 
○第１分科会 

ごみを知ろう委員会の総まとめ・ごみ処理のわかった事とこれからの課題について 
○第２分科会 

家電製品の最新の動向とエネルギーの特徴を知り、リデュースを成功させよう！ 
○第３分科会 

創ろう！ 地域に根ざした３Ｒの活動拠点 
 ～市民が集うリサイクルプラザ機能を各地に！～ 
 


